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「クリニック検査事業（もんげ～性病検査）
10年のあゆみ」

令和6年度第1回中国・四国ブロックエイズ治療拠点病院等連絡協議会 2024/07/12

報告①



岡山県のHIV感染者エイズ患者発生状況
（件）

（速報値）

岡山県疾病感染症対策課作成

（2024年5月29日現在）
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患者 感染者 累計

資料：感染症発生動向調査システムより集計、2024年は第1週～21週までの速報値

＜累計＞ ３１４人
HIV感染者 ２０３人
（男性１８９人 女性１４人）
AIDS患者 １１１人
（男性１０３人 女性８人）

HIV感染者

AIDS患者



おかやまエイズ感染防止作戦【平成25年度(2013)～】

●拠点病院検査環境の改善・充実
○経済的ハードルの低下

『安価』（一律1,000円）な検査
○利便性の向上
『即日・迅速』『いつでも』の検査

１．受けやすい検査

●エイズ医療等推進協議会の設置(行政)

●岡山HIV診療ネットワークとの連携(医療)
 ○拠点病院HIV診療の均てん化、
 ○一般病院や教育機関での勉強会

２．関係者との連携強化

●MSMへの啓発(CBOと連携)

●性感染症患者の方、
 HIV感染者パートナーへの 啓発

●マスコミへの積極的働きかけ

３．戦略的な普及啓発

全県を挙げて感染防止に取り組む機運を
醸成・関係者一丸となって作戦を推進

エイズ感染防止と「いきなりエイズ」防止



25年度
（2013）

26年度
（2014）

27年度 28年度

予算額 6,390 千円 6,868 千円 9,050 千円 9,402千円

25年度との比較 100％ 107％ 142％ 147％

その他 重点事業 重点事業

エイズ等特定感染症対策費予算額の推移
岡山県人口195万人（全国21位）

CBO資材

検査広報カード作成

岡山県 (県保健所・岡山市・倉敷市合計)

平成24年～26年検査数：3,430件

平成24年～26年陽性者数：   9人

             HIV陽性率：0.26%

※500～999件保健所：0.25%

※1,000件以上保健所：0.34%

※日本エイズ学会誌17:125-132, 2015から引用



●拠点病院検査環境の改善・充実
○経済的ハードルの低下

『安価』（一律1,000円）な検査
○利便性の向上
『即日・迅速』『いつでも』の検査

●身近な診療所で期間限定検査

○MSM向け：クリニック検査（+梅毒）

１．受けやすい検査

●エイズ医療等推進協議会の設置(行政)

●岡山HIV診療ネットワークとの連携(医療)
 ○拠点病院HIV診療の均てん化、
 ○一般病院や教育機関での勉強会

２．関係者との連携強化

●MSMへの啓発(CBOと連携)

●性感染症患者の方、
 HIV感染者パートナーへの 啓発

●マスコミへの積極的働きかけ

３．戦略的な普及啓発

全県を挙げて感染防止に取り組む機運を
醸成・関係者一丸となって作戦を推進

エイズ感染防止と「いきなりエイズ」防止

平成27年度 (2015)～

おかやまエイズ感染防止作戦【平成25年度(2013)～】



25年度
（2013）

26年度
（2014）

27年度
（2015）

28年度
（2016）

予算額 6,390 千円 6,868 千円 9,050 千円 9,402千円

25年度との比較 100％ 107％ 142％ 147％

その他 重点事業 重点事業

エイズ等特定感染症対策費予算額の推移
岡山県人口195万人（全国21位）

CBO資材

検査広報カード作成



CBOとして成果をあげていた 「Haatえひめ」 との協働 ⇒ 一般社団法人カラフルドットライフ 『LGBTQ総合支援団体』

MSMを対象としたクリニック検査の事業化

1)本名は任意
2)エイズと梅毒(TP法)の

検査が計1,000円
3)予約不要

HIV確認検査陽性⇒県派遣カウンセラー＆県内エイズ拠点病院に紹介
梅毒RPR法陽性 ⇒そのクリニックで治療

詳細はこのキャンペーンのリーフ
レット・WEBサイト
http://dista.be/kensa_okayama/



第４条 甲は、委託事業の実施に要する経費の額として、次の各号に掲げる場
合の区分に応じ、当該各号に定める単価(消費税額及び地方消費税の額を含
む)に検査の実施件数を乗じて得た額の合計額を乙に支払うものとする。

(1) HIV確認検査を要せず、梅毒検査の結果が陰性の場合
金7,195円

(2) HIV確認検査を要せず、梅毒検査の結果が陽性の場合
金7,930円

(3) HIV確認検査を要し、梅毒検査の結果が陰性の場合
金15,835円

(4) HIV確認検査を要し、梅毒検査の結果が陽性の場合
金16,570円

クリニック検査にかかる費用 自己負担：1,000円



土曜日9~13時

日曜日9~12時

土曜日9~15時

日曜日：休診

土曜日9~18時

日曜日：休診

土曜日9~12時

日曜日：休診

土曜日9~13時

日曜日：休診

岡山県もんげ～性病検査（実施クリニック）



HIV陽性率 1.50%    梅毒感染率   12.8%    

H27年度：2015（受検者31名）
第１弾（8/17～9/30）受検者：15人（HIV陽性者1人、梅毒陽性3人）
第２弾（1/12～2/29）受検者：16人（HIV陽性者0人、梅毒陽性1人）

H28年度：2016（受検者46名：1.48倍）
第１弾（8/17～9/30）受検者：33人（HIV陽性者0人、梅毒陽性4人）
第２弾（1/10～2/28）受検者：13人（HIV陽性者0人、梅毒陽性0人）

H29年度：2017（受検者56名：1.81倍）
第１弾（8/17～9/30）受検者：31人（HIV陽性者1人、梅毒陽性4人）
第２弾（1/09～2/28）受検者：25人（HIV陽性者0人、梅毒陽性5人）

岡山県もんげ～性病検査（クリニック検査）受検者数推移



せとうち性病クリニック検査(金子班)・もんげ～性病検査(岡山県)の同時開催

MSMに対する有効なHIV検査提供とハイリスク層への
介入方法の開発に関する研究班（MSM研究班）



H30年度第1弾：2018（受検者43名：）
岡山県もんげ～性病検査 受検者：31人（HIV陽性者1人、梅毒陽性6人）
（岡山市3施設、倉敷市3施設）

せとうち性病クリニック検査  受検者：12人（HIV陽性者0人、梅毒陽性1人）
（ 福山地区２施設、松山地区2施設）

H30年度第2弾：2018（受検者52名：）
岡山県もんげ～性病検査 受検者：34人（HIV陽性者2人、梅毒陽性7人）
（岡山市3施設、倉敷市3施設）

せとうち性病クリニック検査  受検者：18人（HIV陽性者0人、梅毒陽性1人）
（福山地区２施設、松山地区2施設）

R元年度第1弾：2019 （受検者57名：）
岡山県もんげ～性病検査 受検者：31人（HIV陽性者1人、梅毒陽性3人）
（岡山市3施設、倉敷市3施設）

せとうち性病クリニック検査   受検者：26人（HIV陽性者1人、梅毒陽性2人）
（福山地区２施設、松山地区2施設、高松地区1施設）

地方における新たな検査機会の開発-クリニック・診療所における検査機会の拡大‐

HIV陽性率

3.29%   

梅毒感染率   

13.2%

全国拠点病院の
新規HIV感染者

（2015年）における
梅毒既感染率に関
するアンケート調査

梅毒既往感染率

31.2%



R３年度第1弾：2021（受検者50名：）
岡山県もんげ～性病検査 受検者：50人（HIV陽性者6人、梅毒陽性14人）
（岡山市3施設、倉敷市3施設）

R3年度第2弾：2021（受検者46名：）
岡山県もんげ～性病検査 受検者：32人（HIV陽性者0人、梅毒陽性7人）
（岡山市3施設、倉敷市3施設）

せとうち性病クリニック検査  受検者：14人（HIV陽性者0人、梅毒陽性0人）
（高松地区１施設、松山地区2施設）

R４年度第1弾：2022 （受検者43名：）
岡山県もんげ～性病検査 受検者：27人（HIV陽性者0人、梅毒陽性4人）
（岡山市2施設、倉敷市3施設、津山1施設）

せとうち性病クリニック検査   受検者：16人（HIV陽性者0人、梅毒陽性3人）
（高松地区１施設、松山地区2施設）

地方における新たな検査機会の開発-クリニック・診療所における検査機会の拡大‐

HIV陽性率

4.32%   

梅毒感染率   

20.1%

全国拠点病院の
新規HIV感染者

（2015年）における
梅毒既感染率に関
するアンケート調査

梅毒既往感染率

31.2%



2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

2023年

（第3四

半期9月

末まで）

県保健所・支所検査 269 252 268 330 330 220 172 171 135

岡山市保健所検査 468 421 418 488 390 153 138 145 242

倉敷市保健所検査 298 265 251 244 307 150 39 59 122

エイズ治療拠点病院検査 261 170 171 152 177 104 82 90 51

クリニック検査 15 49 44 56 65 72 76 59 61

保健所検査陽性件数 3 2 3 3 2 0 1 0 0

エイズ治療拠点病院陽性件数 0 1 2 0 2 3 0 0 0

クリニック検査陽性件数 1 0 1 1 3 0 6 0 1
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検査数 陽性率

保健所 6,745 0.2%

拠点病院 1,252 0.6%

クリニック 503 2.6%



HIV感染者とエイズ患者の発生率の推移

岡山県健康推進課作成



-ご協力いただくみなさまへ-

・このアンケートは今後のエイズ対策に活かすために必要なアンケートです。
・回答は無記名です。個人が特定されることは絶対にありません。
・回答しにくい質問は空白でも結構です。途中で取りやめることもできます。

・同意いただける方は以下の質問について、あてはまる回答の□に 、数字、文字を記入し、封筒に
入れて提出してください。なお、アンケートの集計結果については、学会等で発表する事があります。
プライベートな質問も含まれますが、個人情報は必ず守られますので、ぜひ御協力を御願いします。



まとめ：  クリニック検査事業（もんげ～性病検査）10年のあゆみ

◆保健所でのHIV検査件数の激減があるなか、クリニック検査は『検査を受けられない・検査控
えをしていたMSMに届いた！』 ⇒ 丸9年間の実績ではHIV陽性率2.6%である。

◆2020年と2021年は、いきなりエイズの比率が明らかに増えた。経験のある臨床医が得意とし
ていた発熱患者の鑑別診断が、これまで通りの手順で診療ができない事態が続き、急性期
HIV感染症での診断がほとんどできていない。

◆クリニック検査事業を続けていく中で、これまでHIV感染症と全く関りがなかった先生方が、
様々なHIV感染症の臨床に対応されるようになった。将来的には、PrEP使用者が安心して通
える「見守りクリニック」としての役割を担うようになると思われる。

◆クリニック検査を選択される層と、郵送検査を希望する層は一部で異なる可能性がある。
MSMに対する検査提供と介入の観点から、今後ともクリニック検査事業は継続していくべきだ
と考えらえた。

◆行政、CBO、医療機関が協働して成果をあげていくことが重要である。
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